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光
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光
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新
し
い
年
を
迎
え
た
。
観
光
庁
の
田
村
明
比
古
長
官
、
日
本
政

府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
松
山
良
一
理
事
長
、
日
本
観
光
振
興

協
会
（
日
観
振
）
の
山
口
範
雄
会
長
、
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
の
田
川
博
己
会
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
観
光
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
（
司
会
＝
本
紙
編
集
長
・
内
井

高
弘
）

　

は
じ
め
に
２
０
１
６
年
は

ど
の
よ
う
な
年
だ
っ
た
か
。

　
田
村
　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

が
暦
年
で
初
め
て
２
千
万
人
を
超

え
た
。

年
累
計
で
は
２
４
０
０

万
人
前
後
と
な
り
そ
う
だ
。

年

の
よ
う
に
５
割
ま
で
の
伸
び
は
な

い
が
、
２
割
ぐ
ら
い
の
伸
び
を
示

し
て
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。
消

費
の
面
で
は
、

年
に
流
行
語
に

な
っ
た
「
爆
買
い
」
の
よ
う
な
こ

と
は
減
速
し
て
い
る
。
中
国
か
ら

の
旅
行
者
で
は
、
買
い
物
代
が
減

っ
て
、
飲
食
費
が
増
え
て
い
る
。

他
の
国
・
地
域
の
旅
行
者
を
含
め

て
、
モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費
へ

移
っ
て
、
日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
国
内
で
は
４
月
に
熊
本
地
震
、

８
月
に
北
海
道
で
台
風
被
害
、


月
に
鳥
取
中
部
地
震
な
ど
の
災
害

が
あ
り
、
観
光
に
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
。熊
本
地
震
で
は
、東
日
本

大
震
災
の
教
訓
が
生
き
、
観
光
復

興
に
向
け
た
総
合
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
早
期
に
実
施
で
き
た
。
「
ふ

っ
こ
う
割
」な
ど
の
対
策
を
講
じ
、

年
の
後
半
に
は
前
年
並
み
の
観
光

需
要
を
全
体
と
し
て
は
回
復
で
き

た
。
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
復
興
を
支
援
し
て
い
る
。

　
日
本
人
の
海
外
旅
行
は
、中
国
、

韓
国
へ
の
旅
行
に
回
復
の
兆
し
が

見
え
て
き
た
。
出
国
日
本
人
数
は

全
体
と
し
て
プ
ラ
ス
で
推
移
し
て

い
る
。
歓
迎
す
べ
き
傾
向
だ
。

　
松
山
　
訪
日
外
国
人
が
２
千
万

人
に
達
し
、
観
光
産
業
の
重
要
性

が
改
め
て
認
知
さ
れ
た
エ
ポ
ッ
ク

メ
ー
キ
ン
グ
な
年
だ
っ
た
。
政
府

が
３
月
に
策
定
し
た
「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

は
、
訪
日
外
国
人
を

年
に
４
千

万
人
、

年
に
６
千
万
人
に
す
る

目
標
と
と
も
に
、
観
光
を
基
幹
産

業
に
育
成
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

た
。
政
府
が
重
要
視
す
る
分
、
観

光
産
業
と
し
て
も
し
っ
か
り
取
り

組
む
責
任
が
出
て
き
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
主
要
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
か
ら
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の

日
本
が
認
知
さ
れ
、
米
国
の
富
裕

層
向
け
大
手
旅
行
雑
誌
の
読
者
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
世
界
の
魅
力
的
な

都
市
で
東
京
が
１
位
、
京
都
が
２

位
に
な
る
な
ど
、
日
本
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
た
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
が
終

わ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
ス
タ
ー
ト
の

年
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
５
年
の
節
目
で
あ

り
、
熊
本
地
震
な
ど
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
観
光
で
復
興
を
推
し
進

め
る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
使
命
だ
と

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

で
は
観
光
庁
と
連
携
し
て
世
界
を

対
象
と
し
た
「
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開

始
し
、
米
国
Ｃ
Ｎ
Ｎ
な
ど
の
国
際

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信

に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
山
口
　
日
観
振
と
し
て
も
成
果

が
あ
っ
た
年
だ
っ
た
。
一
つ
目
に

は
、
日
観
振
の
呼
び
か
け
で
地
方

自
治
体
や
幅
広
い
分
野
の
企
業
・

団
体
１
１
１
社
が
参
画
し
て
い
る

「
観
光
立
国
推
進
協
議
会
」
の
活

動
。
観
光
の
意
義
を
啓
蒙
す
る
と

と
も
に
、

年
に
引
き
続
き

年

も
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
た
提

言
を
観
光
庁
に
提
出
で
き
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
に
ら
み
、
観
光
振
興
を
国

民
運
動
と
し
て
盛
り
上
げ
た
。

　
二
つ
目
に
は
、
４
月
に
「
日
本

観
光
振
興
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
設
立

し
た
。
日
本
が
も
の
づ
く
り
で
競

争
力
が
あ
る
の
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

か
ら
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
で
人
材
が
そ

ろ
っ
て
い
る
か
ら
だ
が
、
観
光
分

野
で
は
十
分
に
人
材
が
育
っ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
ア
カ
デ
ミ
ー

で
人
材
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
具

体
化
し
て
い
き
た
い
。

　
三
つ
目
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地

域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
組
織
）
の
推
進
へ
の
準
備
が

整
っ
て
き
た
。
観
光
庁
の
「
日
本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
候
補
法
人
登
録
制
度

に
１
０
０
を
超
え
る
法
人
が
登
録

し
て
い
る
が
、
日
観
振
で
は
「
Ｄ

Ｍ
Ｏ
推
進
室
」
を
設
置
し
、
各
地

域
の
後
押
し
を
始
め
た
。

　
↖

↙
　
山
口
　
四
つ
目
は
双
方
向
交

流
の
活
性
化
。
日
観
振
が
関
わ
る

「
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催

を
は
じ
め
、
中
国
、
韓
国
な
ど
日

本
へ
の
訪
問
が
多
い
主
な
国
・
地

域
と
の
連
携
が
進
ん
だ
。

　
田
川
　
政
府
が
「
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
た
こ
と
は
と
て
も

評
価
で
き
る
。
施
策
の
具
体
化
に

は
こ
れ
か
ら
の
部
分
が
あ
る
が
、


年
、

年
に
向
け
た
目
標
を
掲

げ
、
「
観
光
立
国
」
か
ら
「
観
光

先
進
国
」
へ
の
道
筋
を
示
し
た
。

そ
の
点
で

年
は
後
か
ら
振
り
返

っ
た
時
に
節
目
の
年
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

　
３
年
目
だ
っ
た
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
（
主
催
・

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
、日
観
振
）も
成
功
し
、

「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン

プ
」
の
ジ
ャ
ン
プ
が
う
ま
く
い
っ

た
。
一
方
で
海
外
旅
行
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は

年
を
「
復
活

の
年
」
と
位
置
づ
け
た
が
、
出
国

日
本
人
数
は
５
％
ぐ
ら
い
増
え
て

い
る
の
に
、
残
念
な
が
ら
旅
行
会

社
の
業
績
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ

る
。
要
因
の
一
つ
は
、
消
費
流
通

構
造
の
大
き
な
変
革
だ
。
Ｏ
Ｔ
Ａ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
）が
急
速
に
伸
び
、店

頭
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
売
れ

行
き
が
伸
び
な
い
現
実
が
あ
る
。

　
ま
た
、
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事

故
で
は
旅
行
の
安
全
、
安
心
が
問

わ
れ
た
。
訪
日
旅
行
を
含
め
て
ラ

ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
問
題
も
議

論
さ
れ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
課

題
が
見
え
て
き
た
年
で
も
あ
っ

た
。

　


年
は
ど
の
よ
う
な
年
に

な
る
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な

年
に
す
べ
き
か
。

　
田
村
　
「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
が

で
き
て
、

年
、

年
に
向
け
て

国
と
し
て
ど
う
い
う
方
向
に
進
む

か
、
そ
の
覚
悟
が
示
さ
れ
た
。
こ

の
覚
悟
を
も
っ
て
前
に
進
む
年

だ
。
後
知
恵
で
は
あ
る
が
、
今
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
状
況
と
い
う
の

は
、
日
本
の
観
光
資
源
や
経
済
規

模
を
考
え
る
と
、
潜
在
能
力
だ
け

で
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う
部
分
が

あ
る
。
こ
こ
か
ら
先
が
本
当
の
勝

負
に
な
る
。
政
府
で
言
え
ば
全
省

庁
挙
げ
て
、
国
全
体
と
し
て
は
官

民
一
体
で
取
り
組
む
力
が
試
さ
れ

る
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
４
千

万
人
、
６
千
万
人
と
い
う
の
は
、

相
当
な
こ
と
を
や
ら
な
い
と
達
成

で
き
な
い
。
他
方
で
日
本
は
ど
こ

か
で
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
こ
る
と

急
速
に
変
わ
る
。
こ
こ
が
他
の
国

と
違
う
と
こ
ろ
で
、
や
る
と
な
っ

た
ら
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。

勢
い
が
つ
け
ば
景
色
は
大
き
く
変

わ
る
。

　
観
光
庁
で
は
、
各
種
法
制
度
の

改
正
を
進
め
て
い
る
。
次
期
通
常

国
会
に
民
泊
新
法
、
旅
行
業
法
改

正
、
通
訳
案
内
士
法
改
正
の
法
案

を
提
出
す
る
。
旅
行
業
法
で
は
、

ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
規
制

と
、
着
地
型
旅
行
を
企
画
・
提
供

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
て

改
正
を
目
指
す
。
通
訳
案
内
士
法

で
は
、
通
訳
ガ
イ
ド
の
業
務
独
占

を
廃
止
し
、
名
称
独
占
へ
と
変
え

て
い
く
。
観
光
関
係
の
法
律
の
多

く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
旅
行

業
法
も
、
通
訳
案
内
士
法
も
昭
和


年
代
に
で
き
た
法
律
だ
が
、
新

し
い
時
代
に
対
応
さ
せ
て
い
く
。

　
松
山
　

年
は
訪
日
外
国
人
４

千
万
人
達
成
の
た
め
の
体
力
づ
く

り
の
年
だ
。
田
村
長
官
が
指
摘
し

た
よ
う
に
、
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
よ
う
や
く
本
来
の
と
こ
ろ
ま

で
来
た
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
は
世

界
の
観
光
市
場
が
成
長
を
続
け
て

い
く
中
で
、
他
の
市
場
と
の
競
争

が
激
し
く
な
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
体
力
を
付
け
る
た
め
に
三
つ
必

要
だ
。
一
つ
目
は
質
の
向
上
。
訪

日
客
に
満
足
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
観
光
産
業
が
し
っ
か
り
儲
け

る
。
二
つ
目
は
訪
日
客
の
嗜
好
の

変
化
へ
の
対
応
。
物
見
遊
山
や
買

い
物
だ
っ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
コ

ト
消
費
、
体
験
型
、
滞
在
型
に
変

わ
っ
て
き
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
と

違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
。
三

つ
目
が
地
方
の
観
光
魅
力
の
磨
き

上
げ
と
情
報
発
信
。
い
か
に
地
方

に
誘
客
す
る
か
が
大
事
に
な
っ
て

い
る
。

　
山
口
　
私
も

年
の
展
望
に
つ

い
て
３
点
指
摘
し
た
い
。
１
点
目

は
観
光
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

見
い
だ
そ
う
、
観
光
に
タ
ッ
チ
し

よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
加
速
す
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

消
費
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
災
害
復
興
な
ど
を
踏

ま
え
、
他
の
産
業
分
野
の
関
係
者

も
、
国
民
も
、
観
光
産
業
が
〝
大

き
い
〟
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
。
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
核
を

担
う
の
は
宿
泊
業
、
運
輸
業
、
旅

行
業
な
ど
だ
が
、
小
売
業
界
も
、

Ｉ
Ｔ
業
界
も
、
金
融
業
界
も
、
観

光
と
つ
な
げ
た
ら
何
ら
か
の
ビ
ジ

ネ
ス
が
で
き
る
と
分
か
っ
て
き

た
。国
民
一
人
一
人
を
考
え
て
も
、

外
国
人
に
話
し
か
け
た
り
、
お
も

て
な
し
を
し
て
み
た
り
、
そ
ん
な

雰
囲
気
が
広
が
る
。

　
２
点
目
は
、
観
光
が
地
方
創
生

の
大
き
な
担
い
手
に
な
る
と
い
う

こ
と
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
広
域
観
光
周
遊

ル
ー
ト
の
構
築
は
、
関
係
省
庁
が

連
携
し
政
府
を
挙
げ
て
取
り
組
む

「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

推
進
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が

手
を
打
ち
、
幅
広
い
関
係
者
に
理

解
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
地
方
創
生

を
実
現
す
る
力
に
な
る
。


